
『こころの子育てインターねっと関西』通巻203号（2021年７月20日）

　先の号で紹介したように私は４月に第三子となる女の
子を出産しました。この記事を読んでくださっている皆
様は、コロナ禍の妊娠出産って今までの妊娠出産とどこ
が違ってママたちはどんな気持ちでいるんだろう？ と
いうことを知りたい！ と思ってくださる方が多いと思
うので私の体験を紹介します。

妊娠したいけど、、、
　まず妊娠を望んでいるときに（今私は妊娠しても大丈
夫なのだろうか？）ということを考えました。コロナが
収束していくまで待ったほうが病院の診療体制が整うの
ではないか？ でもコロナが収束するまで待っていたら、
自身の加齢によって子どもを授かりにくくなるのではな
いか？ その２つを天秤にかけたときに、先の見えない
ウイルスに翻弄されるよりも子どもを授かりたい夫婦の
気持ちを優先させました。
　ですが医療従事者の友人たちは仕事が忙しくなったり、
妊娠したとしてもいつ自分が感染してしまうかわからな
い不安、この状況で産休育休をもらいづらいからと子ど
もを諦めている人もいます。妊娠を希望しているのに妊
娠できないこの状況。医療従事者の負担や責任がいかに
大きいものなのかを知らされました。

初めての検診で
　その後、妊娠の兆候があったので検診に息子２人を連
れて行きました。すると受付で「お子さんたち預けて来
れませんでしたか？」と言われ、キョトンとする私。聞
くと、コロナ対策で待合室が密になることを避けるため
に旦那さんはおろか小さな子どもたちも連れてきては行
けないということになっていました。その日は初めての
検診だったので帰されることはありませんでしたが、私
たち親子は別室に隔離されました。
　長い待ち時間。３歳と１歳の子どもがおとなしく待て
るわけもなく。（せっかくキッズスペースもある病院な
のに隔離部屋から出られないのか）と悲しくなりました。
診察の順番が来て、妊娠が確定。とても嬉しかったで
す！ でも嬉しい気持ちとともに、これから何回もある
通院。上の子どもたちどうしたらいいの？ という考え
でいっぱいになりました。

子どもがたくさん居るって大変？
　２回目の検診に行く時、義母に「歯医者に行くので子
どもたちお願いします」と嘘をついて行きました。妊娠
初期は流産の可能性もまだまだありますから、妊娠して
いることはもう少し落ち着くまで言いたくありませんで

した。でも、頻繁に歯医者に行くというのも不自然なの
で早い段階で妊娠を打ち明けざるを得ませんでした。
（ですが、ばれていないと思っていたのに、３歳だった
長男が先に話をしてしまっていて、すでに妊娠を知って
いました。苦笑）
　妊娠を打ち明けたものの義母も働いているし、検診
は予約制だけど待ち時間が長くて予定時間を超えること
もあるので頻繁に子守を頼むのが申し訳なくなり、近く
の保育園の一時保育を利用することにしました。息子２
人を預けて検診に行くのに毎回4000円。出産までに数
万円がこの託児代へと消えて行きました。“日本ってたく
さん子どもを産んで欲しい国じゃなかったっけ？“子ども
が多い人ほど負担が大きくなるなんておかしくないか？”

いよいよ赤ちゃんと対面！
　嬉しい気持ちやもどかしい気持ち、いろいろ抱えなが
ら歩んだ10か月。ついに出産の日を迎えました。分娩
時はさすがにマスクのことについては何も言われず、マ
スクをずらして呼吸に集中しました。３人目ということ
もありスピード出産＆安産でした。
　赤ちゃんが生まれた瞬間は、無事に生まれてきてくれ
て良かったぁとほっとしました。初めて立ち会い出産で
きずに臨んだ出産でしたが、先生、助産師さん、看護師
さんと信頼関係ができていたので不安は全くなくとても
心強かったです。でもきっと、初産婦さんは旦那さんや
実母が立ち会えなければ不安な人もいますね。
　この妊娠で１番不安に思ったことは、妊娠38週の時
に受けたPCR検査でした。妊婦を対象に市が補助金を出
していて受けることができたのですが、私が通っていた
産院では必ず受けなければならず、万一陽性と判定され
ると大きな病院へ即入院、帝王切開をして胎児をお腹か
ら出してママだけコロナ病棟へ入院となると聞いて、本
当に不安でした。妊婦の不安をさらにあおるこの体制、
なんとかならないものなのかなぁと思います。

コ ロ ナ 禍 の 妊 娠 出 産
山形ママコミュニティmama*jam プレスリーダー　中嶋　愛

連載：『県外ママの育児日記』　 第２回

－ 11 －


	会報_No203_1
	会報_No203_2
	会報_No203_3
	会報_No203_4
	会報_No203_5
	会報_No203_6
	会報_No203_7
	会報_No203_8
	会報_No203_9
	会報_No203_10
	会報_No203_11
	会報_No203_12

